
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱源側熱交換器 (54)と利用側熱交換器 (55)とを有する冷媒回路 (40)を備え、
　上記冷媒回路 (40)で冷凍サイクルを行い、上記利用側交換器 (55)を通過した空気を室内
空間へ供給して室内の顕熱負荷及び潜熱負荷を処理する空気調和装置であって、
　上記冷媒回路 (40)には、表面に水分の吸脱着を行う吸着剤が担持された吸着熱交換器 (5
6,57)が設けられ、
　上記吸着熱交換器 (56,57)を通過した空気を上記利用側熱交換器 (55)を介して室内空間
へ供給するように構成されていることを特徴とする空気調和装置。
【請求項２】
　熱源側熱交換器 (54)と利用側熱交換器 (55)とを有する冷媒回路 (40)を備え、
　上記冷媒回路 (40)で冷凍サイクルを行い、上記利用側交換器 (55)を通過した空気を室内
空間へ供給して室内の顕熱負荷及び潜熱負荷を処理する空気調和装置であって、
　上記冷媒回路 (40)には、表面に水分の吸脱着を行う吸着剤が担持された吸着熱交換器 (5
6,57)が設けられ、
　上記利用側熱交換器 (55)と上記吸着熱交換器 (56,57)とへ空気を並行に流通させて室内
空間へ供給するように構成されていることを特徴とする空気調和装置。
【請求項３】
　熱源側熱交換器 (54)と利用側熱交換器 (55)とを有する冷媒回路 (40)を備え、
　上記冷媒回路 (40)で冷凍サイクルを行い、上記利用側交換器 (55)を通過した空気を室内

10

20

JP 3668786 B2 2005.7.6



空間へ供給して室内の顕熱負荷及び潜熱負荷を処理する空気調和装置であって、
　上記冷媒回路 (40)には、表面に水分の吸脱着を行う吸着剤が担持された吸着熱交換器 (5
6,57)が設けられ、
　上記熱源側熱交換器 (54)と上記吸着熱交換器 (56,57)とへ空気を並行に流通させて室内
空間へ排出するように構成されていることを特徴とする空気調和装置。
【請求項４】
　請求項１から のいずれか１に記載の空気調和装置において、
　吸着熱交換器 (56,57)は、第１の吸着熱交換器 (56)と第２の吸着熱交換器 (57)とで構成
され、
　上記第１吸着熱交換器 (56)を通過した空気を室内空間へ供給すると同時に上記第２吸着
熱交換器 (57)を通過した空気を室外空間へ排出する第１動作と、上記第２吸着熱交換器 (5
7)を通過した空気を室内空間へ供給すると同時に上記第１吸着熱交換器 (56)を通過した空
気を室外空間へ排出する第２動作とを交互に繰り返すように構成されていることを特徴と
する空気調和装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、室内空間の顕熱負荷と潜熱負荷を処理する空気調和装置に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、特許文献１に開示されているように、室内空間の冷房と除湿を行う空気調和
装置が知られている。この空気調和装置は、利用側熱交換器としての室内熱交換器と、熱
源側熱交換器としての室外熱交換器が設けられた冷媒回路を備え、冷媒回路で冷媒を循環
させて冷凍サイクルを行う。そして、上記空気調和装置は、室内熱交換器における冷媒蒸
発温度を室内空気の露点温度よりも低く設定し、室内空気中の水分を凝縮させることで室
内空間の除湿を行っている。
【０００３】
　一方、特許文献２に開示されているように、表面に吸着剤が設けられた熱交換器を備え
た除湿装置も知られている。この除湿装置は、水分の吸脱着を行う吸着剤の設けられた熱
交換器（吸着熱交換器）を２つ備え、それらの一方で空気を除湿して他方を再生する動作
を行う。その際、水分を吸着する方の吸着熱交換器には冷却塔で冷却された水が供給され
、再生される熱交換器には温水が供給される。そして、上記除湿装置は、上述の動作によ
って除湿された空気を室内空間へ供給する。
【特許文献１】国際公開第０３／０２９７２８号パンフレット
【特許文献２】特開平７－２６５６４９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述のように、特許文献１に記載の空気調和装置では、室内熱交換器での冷媒蒸発温度
を室内空気の露点温度よりも低く設定し、空気中の水分を凝縮させることで室内空間の潜
熱負荷を処理している。つまり、室内熱交換器での冷媒蒸発温度が室内空気の露点温度よ
りも高くても顕熱負荷の処理は可能だが、潜熱負荷を処理するために室内熱交換器での冷
媒蒸発温度を低い値に設定している。このため、冷凍サイクルの高低圧差が大きくなり、
圧縮機への入力が嵩んで低いＣＯＰ（成績係数）しか得られないという問題がある。
【０００５】
　また、特許文献２に記載の除湿装置では、冷却塔で冷却された冷却水、即ち室内温度に
比べてさほど温度の低くない冷却水を熱交換器へ供給している。従って、この除湿装置で
は、室内空間の潜熱負荷は処理できても顕熱負荷を処理できないという問題があった。
【０００６】
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　本発明は、かかる点に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、室内空間
の顕熱負荷と潜熱負荷の両方を処理可能で、しかも高いＣＯＰを得られる空気調和装置を
提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、冷媒回路に空気の温度を調節する熱交換器と水分の吸脱着を行う吸着熱交換
器とを設け、上記熱交換器と上記吸着熱交換器との両方で空気を処理して室内空間に供給
するようにしたものである。
【０００８】
　より具体的に、第１の発明は、熱源側熱交換器 (54)と利用側熱交換器 (55)とを有する冷
媒回路 (40)を備え、上記冷媒回路 (40)で冷凍サイクルを行い、上記利用側交換器 (55)を通
過した空気を室内空間へ供給して室内の顕熱負荷及び潜熱負荷を処理する空気調和装置を
前提としている。そして、この空気調和装置は、上記冷媒回路 (40)に、表面に水分の吸脱
着を行う吸着剤が担持された吸着熱交換器 (56,57)が設けられ、上記吸着熱交換器 (56,57)
を通過した空気を上記利用側熱交換器 (55)を介して室内空間へ供給するように構成されて
いるものである。
【０００９】
　上記第１の発明では、空気調和装置の冷媒回路 (40)に１つ又は複数の熱源側熱交換器 (5
4)と、１つ又は複数の利用側熱交換器 (55)とが設けられる。ここで、冷媒回路 (40)の冷媒
が循環して冷凍サイクルを行うことで、利用側熱交換器（ 55）を流通する空気の冷却また
は加温が行われる。また、冷媒回路 (40)には、１つ又は複数の吸着熱交換器 (56,57)が設
けられる。ここで、冷媒回路 (40)の冷媒が循環して冷凍サイクルを行うことで、吸着熱交
換器 (56,57)を流通する空気の湿度が、この吸着熱交換器 (56,57)に担持された吸着剤の吸
脱着作用によって調節される。
【００１０】
　また、この空気調和装置における例えば夏期の除湿冷房時には、吸着熱交換器 (56,57)
で水分が吸着された空気を利用側熱交換器 (55)で冷却して室内空間へ供給できる。この際
、利用側熱交換器 (55)を流通する空気は、吸着熱交換器 (56,57)によって除湿されている
ため、吸着熱交換器 (56,57)で除湿を行わない場合と比較して、利用側熱交換器 (55)の冷
却時における凝縮水量が減少す
【００１１】
　 の発明は、熱源側熱交換器 (54)と利用側熱交換器 (55)とを有する冷媒回路 (40)を備
え、上記冷媒回路 (40)で冷凍サイクルを行い、上記利用側交換器 (55)を通過した空気を室
内空間へ供給して室内の顕熱負荷及び潜熱負荷を処理する空気調和装置を前提としている
。そして、この空気調和装置は、上記冷媒回路 (40)に、表面に水分の吸脱着を行う吸着剤
が担持された吸着熱交換器 (56,57)が設けられ、上記利用側熱交換器 (55)と上記吸着熱交
換器 (56,57)とへ空気を並行に流通させて室内空間へ供給するように構成されているもの
である。
【００１２】
　上記 の発明では、第１の発明と同様に、利用側熱交換器 (55)を流通する空気の冷却
または加温が行われる。さらに、吸着熱交換器 (56,57)を流通する空気の湿度が、この吸
着熱交換器 (56,57)に担持された吸着剤の吸脱着作用によって調節される。
【００１３】
　また、この空気調和装置では、空気が利用側熱交換器 (55)と吸着熱交換器 (56,57)とへ
並行に流れ込み、一方の空気が利用側熱交換器 (55)を流通した後に室内空間へ供給され、
他方の空気は吸着熱交換器 (56,57)を流通した後に室内空間へ供給され
【００１４】
　 の発明は、熱源側熱交換器 (54)と利用側熱交換器 (55)とを有する冷媒回路 (40)を備
え、上記冷媒回路 (40)で冷凍サイクルを行い、上記利用側交換器 (55)を通過した空気を室
内空間へ供給して室内の顕熱負荷及び潜熱負荷を処理する空気調和装置を前提としている
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。そして、この空気調和装置は、上記冷媒回路 (40)に、表面に水分の吸脱着を行う吸着剤
が担持された吸着熱交換器 (56,57)が設けられ、上記熱源側熱交換器 (54)と上記吸着熱交
換器 (56,57)とへ空気を並行に流通させて室外空間へ排出するように構成されていること
を特徴とするものである。
【００１５】
　上記 の発明では、空気が熱源側熱交換器 (54)と吸着熱交換器 (56,57)とへ並行に流
れ込み、一方の空気が熱源側熱交換器 (54)を流通した後に室外空間へ排出され、他方の空
気は吸着熱交換器 (56,57)を流通した後に室外空間へ排出される。
【００１６】
　 の発明は、第１から のいずれか１の発明の空気調和装置において、吸着熱交換
器 (56,57)は、第１の吸着熱交換器 (56)と第２の吸着熱交換器 (57)とで構成され、上記第
１吸着熱交換器 (56)を通過した空気を室内空間へ供給すると同時に上記第２吸着熱交換器
(57)を通過した空気を室外空間へ排出する第１動作と、上記第２吸着熱交換器 (57)を通過
した空気を室内空間へ供給すると同時に上記第１吸着熱交換器 (56)を通過した空気を室外
空間へ排出する第２動作とを交互に繰り返すように構成されていることを特徴とするもの
である。
【００１７】
　上記 の発明では、空気調和装置の冷媒回路 (40)に第１吸着熱交換器 (56)と第２吸着
熱交換器 (57)とが設けられる。そして、この空気調和装置において、第１吸着熱交換器 (5
6)と第２吸着熱交換器 (57)との一方で空気中の水分が吸着される吸着動作が行われ、同時
に、第１吸着熱交換器 (56)と第２吸着熱交換器 (57)との他方で吸着剤の水分が脱着される
脱着動作（再生動作）が行われる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明では、冷媒回路 (40)に吸着熱交換器 (56,57)を設け、空気をこの吸着熱交換器 (56
,57)へ通過させることによって、この空気の湿度を調節している。つまり、従来のように
空気中の水分を凝縮させて空気を除湿するのではなく、空気中の水分を吸着剤に吸着させ
て空気を除湿している。したがって、従来のように冷凍サイクルの冷媒蒸発温度を空気の
露点温度よりも低く設定する必要がなく、冷媒蒸発温度を空気の露点温度以上に設定して
も空気の除湿が可能となる。このため、本発明によれば、空気を除湿する場合も冷凍サイ
クルの冷媒蒸発温度を特許文献１よりも高く設定することができ、冷凍サイクルの高低圧
差を縮小することができる。この結果、冷媒の圧縮に要する動力を削減することが可能と
なり、冷凍サイクルのＣＯＰを向上させることができる。
【００１９】
　特に、上記第１の発明によれば、除湿冷房時において、吸着熱交換器 (56,57)で水分が
吸着された空気を利用側熱交換器 (55)で冷却し、室内空間へ供給するようにしている。こ
の場合、利用側熱交換器 (55)で冷却される空気は、吸着熱交換器 (56,57)によって除湿さ
れているため、冷却に伴い利用側熱交換器 (55)の近傍で発生する凝縮水量を減少すること
ができる。したがって、利用側熱交換器 (55)におけるドレン水の発生を抑制でき、ドレン
対策に係る装置が小型化でき
【００２０】
　 の発明によれば、空気を利用側熱交換器 (55)と吸着熱交換器 (56,57)とへ並行
で流通させ、室内空間へ供給するようにしている。このようにすると、例えば利用側熱交
換器 (55)及び吸着熱交換器 (56,57)に直流で空気を流通させる場合と比較して、空気の流
れに伴って生じる圧力損失が小さくなる。したがって、この空気を送風するための送風手
段の動力を削減でき、送風手段の小型化を図ることができる。
【００２１】
　さらに、空気を利用側熱交換器 (55)と吸着熱交換器 (56,57)とで並行に処理できるため
、例えば利用側熱交換器 (55)を流通する空気の風量と、吸着熱交換器 (56,57)を流通する
空気の風量とをそれぞれ調整し、空気の温度調節と湿度調節とを個別に行うことができる
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。したがって、この空気調和装置の空調に係る自由度が拡がり、室内空間の快適性を向上
させることができ
【００２２】
　 の発明によれば、空気を熱源側熱交換器 (54)と吸着熱交換器 (56,57)とへ並行
で流通させ、室外空間へ排出するようにしている。このようにすると、例えば熱源側熱交
換器 (54)及び吸着熱交換器 (56,57)に直流で空気を流通させる場合と比較して、空気の流
れに伴って生じる圧力損失が小さくなる。したがって、この空気を送風するための送風手
段の動力を削減でき、送風手段の小型化を図ることができる。
【００２３】
　上記 の発明によれば、第１，第２吸着熱交換器 (56,57)の一方で処理した空気を室
内空間へ供給すると同時に、第１，第２吸着熱交換器 (56,57)の他方で処理した空気を室
外空間へ排出することで、第１，第２吸着熱交換器 (56,57)の吸着動作と再生動作とを同
時に行うことができる。したがって、室内空間の冷房除湿または暖房加湿を連続的に行う
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて詳細に説明する。
【００２５】
　《発明の実施形態１》
　本発明の実施形態１について説明する。本実施形態の空気調和装置 (10)は、冷媒回路 (4
0)で冷媒を循環させて蒸気圧縮冷凍サイクルを行い、室内空間の顕熱負荷と潜熱負荷の両
方を処理するものである。この空気調和装置 (10)の冷媒回路 (40)には、熱源側熱交換器と
しての室外熱交換器 (54)と利用側熱交換器としての室内熱交換器 (55)と、２つの吸着熱交
換器（第１，第２吸着熱交換器） (56,57)とが設けられている。
【００２６】
　図１及び図２に示すように、上記空気調和装置 (10)は、いわゆるセパレート型に構成さ
れており、室内ユニット (11)と室外ユニット (12)を備えている。室内ユニット (11)は、室
内熱交換器 (55)を備え、室内空間に配置されている。一方、室外ユニット (12)は、室外熱
交換器 (54)と第１吸着熱交換器 (56)と第２吸着熱交換器 (57)とを備え、室外空間に配置さ
れている。室内ユニット (11)は、いわゆる壁掛け型に構成されており、室内の壁面に取り
付けられている。そして、上記室内ユニット (11)と上記室外ユニット (12)とは、冷媒回路
(40)の図示しない連絡配管によって互いに接続されている。また、上記室内ユニット (11)
と上記室外ユニット (12)の間には、詳細は後述する図示しない空気通路が介設されている
。
【００２７】
　この空気調和装置 (10)の冷媒回路 (40)には、図３及び図４に示すように、圧縮機 (50)と
電動膨張弁 (53)とが１つずつ設けられ、四方切換弁 (51,52)が２つ設けられている。また
、冷媒回路 (40)には、室外熱交換器 (54)と室内熱交換器 (55)とが１つずつ設けられ、さら
に、吸着熱交換器 (56,57)が２つ設けられている。
【００２８】
　圧縮機 (50)は、その吐出側が第１四方切換弁 (51)の第１のポートに、その吸入側が第１
四方切換弁 (51)の第２のポートにそれぞれ接続されている。室外熱交換器 (54)は、その一
端が第１四方切換弁 (51)の第３のポートに、他端が第２四方切換弁 (52)の第１のポートに
それぞれ接続されている。室内熱交換器 (55)は、その一端が第１四方切換弁 (51)の第４の
ポートに、他端が第２四方切換弁 (52)の第２のポートにそれぞれ接続されている。この冷
媒回路 (40)では、第２四方切換弁 (52)の第３のポートから第４のポートへ向かって順に、
第１吸着熱交換器 (56)と電動膨張弁 (53)と第２吸着熱交換器 (57)とが配置されている。
【００２９】
　室外熱交換器 (54)、室内熱交換器 (55)、及び各吸着熱交換器 (56,57)は、何れも伝熱管
と多数のフィンとで構成されたクロスフィン形のフィン・アンド・チューブ熱交換器であ
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る。

上記第３

第４



る。このうち、吸着熱交換器 (56,57)は、そのフィンの表面に吸着剤が担持されている。
この吸着剤としては、ゼオライトやシリカゲル等が用いられる。一方、室外熱交換器 (54)
及び室内熱交換器 (55)は、それぞれのフィンの表面に吸着剤が担持されておらず、空気と
冷媒の熱交換だけを行う。
【００３０】
　上記第１四方切換弁 (51)は、第１のポートと第３のポートが互いに連通して第２のポー
トと第４のポートが互いに連通する第１状態（図３に示す状態）と、第１のポートと第４
のポートが互いに連通して第２のポートと第３ポートが互いに連通する第２状態（図４に
示す状態）とに切り換わる。一方、上記第２四方切換弁 (52)は、第１のポートと第３のポ
ートが互いに連通して第２のポートと第４のポートが互いに連通する第１状態（図３ (Ａ )
及び図４ (Ｂ )に示す状態）と、第１のポートと第４のポートが互いに連通して第２のポー
トと第３ポートが互いに連通する第２状態（図３ (Ｂ )及び図４ (Ａ )に示す状態）とに切り
換わる。
【００３１】
　以上のような構成において、実施形態１の空気調和装置 (10)は、図１及び図２に示すよ
うに、室外ユニット (12)に備えられた吸着熱交換器 (56,57)を通過した後の空気を室内熱
交換器 (55)を介して室内空間へ供給するように構成されている。また、この空気調和装置
(10)は、室外熱交換器 (54)を通過した後の空気を吸着熱交換器 (56,57)を介して室外空間
へ排出するように構成されている。さらに、この空気調和装置 (10)は、第１吸着熱交換器
(56)を通過した空気を室内空間へ供給すると同時に第２吸着熱交換器 (57)を通過した空気
を室外空間へ排出する動作（第１動作）と、第２吸着熱交換器 (57)を通過した空気を室内
空間へ供給すると同時に第１吸着熱交換器 (56)を通過した空気を室外空間へ排出する動作
（第２動作）とを交互に繰り返すことで、いわゆるバッチ式の連続的な除湿及び加湿を行
うように構成されている。
【００３２】
　　－運転動作－
　次に実施形態１の空気調和装置 (10)の運転動作について、図１から図４までを参照しな
がら説明する。本実施形態の空気調和装置 (10)では、除湿冷房運転と加湿暖房運転とが行
われる。なお、この空気調和装置 (10)は、室外空気を処理して室内空間に供給するととも
に、室内空気の一部を処理して室内空間で循環させることにより、室内空間の空調及び換
気を行う。この空気調和装置 (10)において、図示しない室内ファン及び排気ファンを運転
すると、室内空気が室内ユニット (11)に取り込まれる一方、室外空気が室外ユニット (12)
に取り込まれる。
【００３３】
　　　〈除湿冷房運転〉
　除湿冷房運転時においては、図３に示すように、冷媒回路 (40)では、第１四方切換弁 (5
1)が第１状態に設定されると共に電動膨張弁 (53)の開度が適宜調節され、室外熱交換器 (5
4)が凝縮器となって室内熱交換器 (55)が蒸発器となる。また、この空気調和装置 (10)では
、第１吸着熱交換器 (56)が蒸発器となって第２吸着熱交換器 (57)が凝縮器となる第１動作
（図３ (Ｂ )の状態）と、第２吸着熱交換器 (57)が蒸発器となって第１吸着熱交換器 (56)が
凝縮器となる第２動作（図３ (Ａ )の状態）とが交互に繰り返される。
【００３４】
　第１動作においては、図１に示すように、室外ユニット (12)に取り込まれた空気が、第
１吸着熱交換器 (56)と室外熱交換器 (54)とへそれぞれ別に流入する。第１吸着熱交換器 (5
6)へ流入した空気は、蒸発器として機能する第１吸着熱交換器 (56)を流れる冷媒に蒸発熱
を奪われて冷却される。さらに、この空気中の水分は第１吸着熱交換器 (56)に担持された
吸着剤に吸着され、この空気が除湿される。第１吸着熱交換器 (56)によって冷却及び除湿
された空気は、室外ユニット (12)と室内ユニット (11)との間に介設された図示しない空気
通路を流通して、室内ユニット (11)へ流れ込む。この空気は、室内ユニット (11)へ取り込
まれた上述の室内空気と混合されて、室内熱交換器 (55)へ流通する。この混合空気は、蒸
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発器として機能する室内熱交換器 (55)を流れる冷媒に蒸発熱を奪われてさらに冷却される
。このようにして冷却及び除湿された空気は、室内ユニット (11)より室内空間へ供給され
る。
【００３５】
　一方、室外ユニット (12)に取り込まれた空気のうち、室外熱交換器 (54)へ流入した空気
は、凝縮器として機能する室外熱交換器 (54)を流れる冷媒の凝縮熱が付与されて加温され
る。室外熱交換器 (54)で加温された空気は、第２吸着熱交換器 (57)へ流通する。この空気
は、第２吸着熱交換器 (57)の吸着剤の水分を脱着して、この脱着した水分が空気へ付与さ
れる。このようにして、第２吸着熱交換器 (57)を再生した空気は、室外ユニット (12)より
室外空間へ排出される。
【００３６】
　第２動作においては、図２に示すように、室外ユニット (12)に取り込まれた空気が、第
２吸着熱交換器 (57)と室外熱交換器 (54)とへそれぞれ別に流入する。第２吸着熱交換器 (5
7)へ流入した空気は、蒸発器として機能する第２吸着熱交換器 (57)を流れる冷媒に蒸発熱
が奪われて冷却される。さらに、この空気中の水分は第２吸着熱交換器 (57)に担持された
吸着剤に吸着され、この空気が除湿される。第２吸着熱交換器 (57)によって冷却及び除湿
された空気は、室外ユニット (12)と室内ユニット (11)との間に介設された図示しない空気
通路を流通して、室内ユニット (11)へ流れ込む。この空気は、室内ユニット (11)へ取り込
まれた上述の室内空気と混合されて、室内熱交換器 (55)へ流通する。この混合空気は、蒸
発器として機能する室内熱交換器 (55)を流れる冷媒に蒸発熱を奪われてさらに冷却される
。このようにして冷却及び除湿された空気は、室内ユニット (11)より室内空間へ供給され
る。
【００３７】
　一方、室外ユニット (12)に取り込まれた空気のうち、室外熱交換器 (54)へ流入した空気
は、凝縮器として機能する室外熱交換器 (54)を流れる冷媒の凝縮熱が付与されて加温され
る。室外熱交換器 (54)で加温された空気は、第１吸着熱交換器 (56)へ流通する。この空気
は、第１吸着熱交換器 (56)の吸着剤の水分を脱着して、この脱着した水分が空気へ付与さ
れる。このようにして、第１吸着熱交換器 (56)を再生した空気は、室外空間へ排出される
。
【００３８】
　　　〈加湿暖房運転〉
　加湿暖房運転時においては、図４に示すように、冷媒回路 (40)では、第１四方切換弁 (5
1)が第２状態に設定されると共に電動膨張弁 (53)の開度が適宜調節され、室内熱交換器 (5
5)が凝縮器となって室外熱交換器 (54)が蒸発器となる。また、この空気調和装置 (10)では
、第１吸着熱交換器 (56)が凝縮器となって第２吸着熱交換器 (57)が蒸発器となる第１動作
（図４ (Ａ )の状態）と、第２吸着熱交換器 (57)が凝縮器となって第１吸着熱交換器 (56)が
蒸発器となる第２動作（図４ (Ｂ )）とが交互に繰り返される。
【００３９】
　第１動作においては、図１に示すように、室外ユニット (12)に取り込まれた空気が、第
１吸着熱交換器 (56)と室外熱交換器 (54)とへそれぞれ別に流入する。第１吸着熱交換器 (5
6)へ流入した空気は、凝縮器として機能する第１吸着熱交換器 (56)を流れる冷媒の凝縮熱
が付与されて加温される。さらに、この空気は、第１吸着熱交換器 (56)の吸着剤より脱着
した水分が付与されて加湿される。第１吸着熱交換器 (56)によって加温及び加湿された空
気は、室外ユニット (12)と室内ユニット (11)との間に介設された図示しない空気通路を流
通して、室内ユニット (11)へ流れ込む。この空気は、室内ユニット (11)へ取り込まれた上
述の室内空気と混合されて、室内熱交換器 (55)へ流通する。この混合空気は、凝縮器とし
て機能する室内熱交換器 (55)を流れる冷媒の凝縮熱が付与されてさらに加温される。この
ようにして加温及び加湿された空気は、室内ユニット (11)より室内空間へ供給される。
【００４０】
　一方、室外ユニット (12)に取り込まれた空気のうち、室外熱交換器 (54)へ流入した空気
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は、蒸発器として機能する室外熱交換器 (54)を流れる冷媒に蒸発熱を奪われて冷却される
。室外熱交換器 (54)で冷却された空気は、第２吸着熱交換器 (57)へ流通する。この空気中
の水分は、第２吸着熱交換器 (57)の吸着剤に吸着される。このようにして、第２吸着熱交
換器 (57)へ水分を付与した空気は、室外ユニット (12)より室外空間へ排出される。
【００４１】
　第２動作においては、図２に示すように、室外ユニット (12)に取り込まれた空気が、第
２吸着熱交換器 (57)と室外熱交換器 (54)とへそれぞれ別に流入する。第２吸着熱交換器 (5
7)へ流入した空気は、凝縮器として機能する第２吸着熱交換器 (57)を流れる冷媒の凝縮熱
が付与されて加温される。さらに、この空気は、第２吸着熱交換器 (57)の吸着剤より脱着
した水分が付与されて加湿される。第２吸着熱交換器 (56)によって加温及び加湿された空
気は、室外ユニット (12)と室内ユニット (11)との間に介設された図示しない空気通路を流
通して、室内ユニット (11)へ流れ込む。この空気は、室内ユニット (11)へ取り込まれた上
述の室内空気と混合されて、室内熱交換器 (55)へ流通する。この混合空気は、凝縮器とし
て機能する室内熱交換器 (55)を流れる冷媒の凝縮熱が付与されてさらに加温される。この
ようにして加温及び加湿された空気は、室内ユニット (11)より室内空間へ供給される。
【００４２】
　一方、室外ユニット (12)に取り込まれた空気のうち、室外熱交換器 (54)へ流入した空気
は、蒸発器として機能する室外熱交換器 (54)を流れる冷媒に蒸発熱を奪われて冷却される
。室外熱交換器 (54)で冷却された空気は、第１吸着熱交換器 (56)へ流通する。この空気中
の水分は、第１吸着熱交換器 (56)の吸着剤に吸着される。このようにして、第１吸着熱交
換器 (56)へ水分を付与した空気は、室外ユニット (12)より室外空間へ排出される。
【００４３】
　　　－実施形態１の効果－
　実施形態１では、冷媒回路 (40)に吸着熱交換器 (56,57)を設け、空気を吸着熱交換器 (56
,57)へ通過させることによって空気の湿度を調節している。つまり、従来のように空気中
の水分を凝縮させて空気を除湿するのではなく、空気中の水分を吸着剤に吸着させて空気
を除湿している。このため、従来のように冷凍サイクルの冷媒蒸発温度を空気の露点温度
よりも低く設定する必要が無く、冷媒蒸発温度を空気の露点温度以上に設定しても空気の
除湿が可能となる。
【００４４】
　したがって、本実施形態によれば、空気を除湿する際に冷凍サイクルの冷媒蒸発温度を
従来よりも高く設定することができ、冷凍サイクルの高低圧差を縮小することができる。
この結果、圧縮機（ 50）の消費電力を削減することが可能となり、冷凍サイクルのＣＯＰ
を向上させることができる。
【００４５】
　また、実施形態１では、第１，第２吸着熱交換器 (56,57)を通過した後の空気を室内熱
交換器 (55)へ流通させ、この空気を室内ユニット (11)より室内空間へ供給するようにして
いる。このため、除湿冷房運転時において、室内熱交換器 (55)で冷却される空気の湿度を
第１，第２吸着熱交換器 (56,57)の吸着作用によって低くすることができる。したがって
、室内熱交換器 (55)による空気の冷却時に発生する凝結水量を低減できる。この結果、室
内熱交換器 (55)の近傍に設けられる例えばドレン回収装置などを小型化できる。
【００４６】
　なお、実施形態１では、第１，第２吸着熱交換器 (56,57)を通過した後の空気と、室内
空気とを混合させてから、室内熱交換器 (55)に流通させているが、この室内熱交換器 (55)
を流通する空気は、第１，第２吸着熱交換器 (56,57)を通過した後の室外空気のみであっ
てもよく、この場合にも上述した理由により室内熱交換器 (55)による空気の冷却時に発生
する凝結水量を低減できる。
【００４７】
　また、実施形態１では、室外熱交換器 (54)を通過した後の空気を第１，第２吸着熱交換
器 (56,57)へ流通させ、この空気を室外ユニット (12)より室外空間へ排出するようにして
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いる。このため、除湿冷房運転時において、第１，第２吸着熱交換器 (56,57)を流通する
空気が室外熱交換器 (54)で加温されていない場合と比較して、第１，第２吸着熱交換器 (5
6,57)を流通する空気の温度は高い温度となっている。したがって、第１，第２吸着熱交
換器 (56,57)の吸着剤における水分の脱着性能が向上し、この吸着剤の再生効率も向上す
る。このようにすると、除湿時に室内空間へ供給する空気中の水分を第１，第２吸着熱交
換器 (56,57)の吸着剤で吸着する際に、この吸着剤の吸着性能も向上する。この結果、こ
の空気調和装置 (10)の除湿性能が向上する。
【００４８】
　一方、加湿暖房運転時において、第１，第２吸着熱交換器 (56,57)を流通する空気が室
外熱交換器 (54)で冷却されていない場合と比較して、第１，第２吸着熱交換器 (56,57)を
流通する空気の温度は低い温度となっている。したがって、第１，第２吸着熱交換器 (56,
57)の吸着剤における水分の吸着性能が向上し、この吸着剤に付与される水分量も増加す
る。このようにすると、加湿時に室内空間へ供給する空気に吸着剤から付与される水分量
も増加する。この結果、この空気調和装置 (10)の加湿性能が向上する。
【００４９】
　また、本実施形態では、吸着熱交換器を第１吸着熱交換器 (56)と第２吸着熱交換器 (57)
とで構成している。このため、第１動作と第２動作とを交互に繰り返して、連続的な除湿
冷房運転及び加湿暖房運転が可能となる。
【００５０】
　　－実施形態１の変形例－
　上述のように、実施形態１では、室外熱交換器 (54)を通過した後の空気を第１，第２吸
着熱交換器 (56,57)へ流通させ、室外ユニット (12)より室外空間へ排出するようにしてい
る。
【００５１】
　これに対し、変形例の空気調和装置 (10)は、空気を室外ユニット (12)より室外空間へ排
出する動作として、室外熱交換器 (54)と吸着熱交換器 (56,57)とへ空気を並行に流通させ
て、室外熱交換器 (54)を通過した空気と吸着熱交換器 (56,57)を通過した空気とを並行で
処理して室外空間へ排出するように構成されている（図５及び図６参照）。なお、この変
形例において、空気調和装置 (10)のそれ以外の構成は実施形態１と同様となっている。
【００５２】
　　　－運転動作－
　この変形例の空気調和装置 (10)の運転動作について、図３から図６までを参照しながら
説明する。本実施形態の空気調和装置 (10)では、除湿冷房運転と加湿暖房運転とが行われ
る。なお、この空気調和装置 (10)は、室外空気を処理して室内空間に供給するとともに、
室内空気の一部を処理して室内空間で循環させることにより、室内空間の空調及び換気を
行う。この空気調和装置 (10)において、図示しない室内ファン及び排気ファンを運転する
と、室内空気が室内ユニット (11)に取り込まれる一方、室外空気が室外ユニット (12)に取
り込まれる。
【００５３】
　　　〈除湿冷房運転〉
　除湿冷房運転時においては、冷媒回路 (40)が、図３に示す状態となる。また、この空気
調和装置 (10)では、冷媒回路 (40)が図３ (Ｂ )の状態となる第１動作と、冷媒回路 (40)が図
３ (Ａ )の状態となる第２動作とが交互に繰り返される。
【００５４】
　第１動作においては、図５に示すように、室外ユニット (12)に取り込まれた空気が、第
１吸着熱交換器 (56)と室外熱交換器 (54)と第２吸着熱交換器 (57)とへそれぞれ別に流入す
る。
【００５５】
　第１吸着熱交換器 (56)へ流入した空気は、蒸発器として機能する第１吸着熱交換器 (56)
を流れる冷媒に蒸発熱を奪われて冷却される。さらに、この空気中の水分は第１吸着熱交
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換器 (56)に担持された吸着剤に吸着され、この空気が除湿される。第１吸着熱交換器 (56)
によって冷却及び除湿された空気は、室外ユニット (12)と室内ユニット (11)との間に介設
された図示しない空気通路を流通して、室内ユニット (11)へ流れ込む。この空気は、室内
ユニット (11)へ取り込まれた上述の室内空気と混合されて、室内熱交換器 (55)へ流通する
。この混合空気は、蒸発器として機能する室内熱交換器 (55)を流れる冷媒に蒸発熱が奪わ
れてさらに冷却される。このようにして冷却及び除湿された空気は、室内ユニット (11)よ
り室内空間へ供給される。
【００５６】
　一方、室外ユニット (12)に取り込まれた空気のうち、室外熱交換器 (54)へ流通した空気
は、凝縮器として機能する室外熱交換器 (54)を流れる冷媒の凝縮熱が付与されて加温され
る。室外熱交換器 (54)で加温された空気は、室内ユニット (12)より室外空間へ排出される
。また、室外ユニット (12)に取り込まれた空気のうち、第２吸着熱交換器 (57)へ流入した
空気は、第２吸着熱交換器 (57)の吸着剤の水分を脱着して、この脱着した水分が空気へ付
与される。このようにして、第２吸着熱交換器 (57)を再生した空気は、室外ユニット (12)
より室外空間へ排出される。
【００５７】
　一方、第２動作においては、図６に示すように、第１動作と逆に、第２吸着熱交換器 (5
7)で空気の除湿が行われ、第１吸着熱交換器 (56)の吸着剤が空気によって再生される。こ
れ以外の動作は、上述の第１動作と同様となる。
【００５８】
　　　〈加湿暖房運転〉
　加湿暖房運転時においては、冷媒回路 (40)が、図４に示す状態となる。また、この空気
調和装置 (10)では、冷媒回路 (40)が図４ (Ａ )の状態となる第１動作と、冷媒回路 (40)が図
４ (Ｂ )の状態となる第２動作とが交互に繰り返される。
【００５９】
　第１動作においては、図５に示すように、室外ユニット (12)に取り込まれた空気が、第
１吸着熱交換器 (56)と室外熱交換器 (54)と第２吸着熱交換器 (57)とへそれぞれ別に流入す
る。
【００６０】
　第１吸着熱交換器 (56)へ流入した空気は、凝縮器として機能する第１吸着熱交換器 (56)
を流れる冷媒の凝縮熱が付与されて加温される。さらに、この空気は、第１吸着熱交換器
(56)より脱着した水分が付与されて加湿される。第１吸着熱交換器 (56)によって加温及び
加湿された空気は、室外ユニット (12)と室内ユニット (11)との間に介設された図示しない
空気通路を流通して、室内ユニット (11)へ流れ込む。この空気は、室内ユニット (11)へ取
り込まれた上述の室内空気と混合されて、室内熱交換器 (55)へ流通する。この混合空気は
、凝縮器として機能する室内熱交換器 (55)を流れる冷媒の凝縮熱が付与されてさらに加温
される。このようにして加温及び加湿された空気は、室内ユニット (11)より室内空間へ供
給される。
【００６１】
　一方、室外ユニット (12)に取り込まれた空気のうち、室外熱交換器 (54)へ流入した空気
は、蒸発器として機能する室外熱交換器 (54)を流れる冷媒に蒸発熱を奪われて冷却される
。室外熱交換器 (54)で冷却された空気は、室内ユニット (12)より室外空間へ排出される。
また、室外ユニット (12)に取り込まれた空気のうち、第２吸着熱交換器 (57)へ流入した空
気中の水分は、第２吸着熱交換器 (57)の吸着剤に吸着される。このようにして、第２吸着
熱交換器 (57)の吸着剤へ水分を付与した空気は、室外ユニット (12)より室外空間へ排出さ
れる。
【００６２】
　第２動作においては、図６に示すように、第１動作と逆に、第２吸着熱交換器 (57)で空
気の加湿が行われ、第１吸着熱交換器 (56)の吸着剤に空気中の水分が付与される。これ以
外の動作は、上述の第１動作と同様となる。
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【００６３】
　この変形例の空気調和装置 (10)では、室外ユニット (12)において、室外熱交換器 (54)を
通過した空気と吸着熱交換器 (56,57)を通過した空気とを並行して流通させ、室外空間へ
排出するようにしている。このため、例えば吸着熱交換器及び室外熱交換器へ空気を直流
で流通させる場合と比較して、空気の流れに伴って生じる圧力損失は小さくなる。したが
って、室外ファンの動力を削減できランニングコストを低減できる。また、室外ファンを
小型化できる。
【００６４】
　《発明の実施形態２》
　次に、本発明の実施形態２について説明する。図７及び図８に示すように、実施形態２
の空気調和装置 (10)は、実施形態１と同様に、いわゆるセパレート型に構成されており、
室内ユニット (11)と室外ユニット (12)とを備えている。この空気調和装置 (10)の冷媒回路
(40)には、室外熱交換器 (54)及び室内熱交換器 (55)と第１，第２吸着熱交換器 (56,57)が
設けられている。
【００６５】
　室内ユニット (11)は、室内熱交換器 (55)と第１吸着熱交換器 (56)と第２吸着熱交換器 (5
7)とを備え、室内空間に配置されている。一方、室外ユニット (12)は、室外熱交換器 (54)
を備え、室外空間に配置されている。
【００６６】
　実施形態２の空気調和装置 (10)は、図７及び図８に示すように、室内ユニット (12)に備
えられた室内熱交換器 (55)と吸着熱交換器 (56,57)とへ空気を並行に流通させて、上記室
内熱交換器 (55)を通過した空気と上記吸着熱交換器 (56,57)を通過した空気を室内空間へ
供給するように構成されている。また、この空気調和装置 (10)は、吸着熱交換器 (56,57)
を通過した空気を室外熱交換器 (54)を介して室外空間へ排出するように構成されている。
実施形態２におけるそれ以外の構成は、実施形態１と同様である。
【００６７】
　　－運転動作－
　実施形態２の空気調和装置 (10)の運転動作について、図３、図４、図７、図８を参照し
ながら説明する。本実施形態の空気調和装置 (10)では、除湿冷房運転と加湿暖房運転とが
行われる。なお、この空気調和装置 (10)は、室内空気を処理して室内空間へ返送するとも
に、室内空気の一部を室外空間へ排出することにより、室内空間の空調及び換気を行う。
この空気調和装置 (10)において、図示しない室内ファン及び排気ファンを運転すると、室
内空気が室内ユニット (11)に取り込まれる一方、室外空気が室外ユニット (12)に取り込ま
れる。
【００６８】
　　　〈除湿冷房運転〉
　除湿冷房運転時においては、冷媒回路 (40)が、図３に示す状態となる。また、この空気
調和装置 (10)では、冷媒回路 (40)が図３ (Ｂ )の状態となる第１動作と、冷媒回路 (40)が図
３ (Ａ )の状態となる第２動作とが交互に繰り返される。
【００６９】
　第１動作においては、図７に示すように、室内ユニット (11)に取り込まれた空気が、第
１吸着熱交換器 (56)と室外熱交換器 (54)と第２吸着熱交換器 (57)とへそれぞれ別に流入す
る。
【００７０】
　第１吸着熱交換器 (56)へ流入した空気は、蒸発器として機能する第１吸着熱交換器 (56)
を流れる冷媒に蒸発熱を奪われて冷却される。さらに、この空気中の水分は第１吸着熱交
換器 (56)の吸着剤に吸着され、この空気が除湿される。第１吸着熱交換器 (56)によって冷
却及び除湿された空気は、室内ユニット (11)より室内空間へ供給される。
【００７１】
　室内熱交換器 (55)へ流入した空気は、蒸発器として機能する室内熱交換器 (55)を流れる
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冷媒に蒸発熱が奪われて冷却される。室内熱交換器 (55)によって冷却された空気は、室内
ユニット (11)より室内空間へ供給される。
【００７２】
　一方、室内ユニット (11)に取り込まれた空気のうち、第２吸着熱交換器 (57)へ流入した
空気は、第２吸着熱交換器 (57)の吸着剤の水分を脱着して、この脱着した水分が空気へ付
与される。このようにして第２吸着熱交換器 (57)を再生した空気は、室内ユニット (11)と
室外ユニット (12)との間に介設された図示しない空気通路を流通して、室外ユニット (12)
へ流れ込む。この空気は、室外ユニット (12)へ取り込まれた上述の室外空気と混合されて
、室外熱交換器 (54)へ流通する。この混合空気は、凝縮器として機能する室外熱交換器 (5
4)を流れる冷媒の凝縮熱が付与されて加温された後、室外ユニット (12)より室外空間へ排
出される。
【００７３】
　一方、第２動作においては、図８に示すように、第１動作と逆に、第２吸着熱交換器 (5
7)で空気の除湿が行われ、第１吸着熱交換器 (56)の吸着剤が空気によって再生される。こ
れ以外の動作は、上述の第１動作と同様となる。
【００７４】
　　　　〈加湿暖房運転〉
　加湿暖房運転時においては、冷媒回路 (40)が、図４に示す状態となる。また、この空気
調和装置 (10)では、冷媒回路 (40)が図４ (Ａ )の状態となる第１動作と、冷媒回路 (40)が図
４ (Ｂ )の状態となる第２動作とが交互に繰り返される。
【００７５】
　第１動作においては、図７に示すように、室内ユニット (11)に取り込まれた空気が、第
１吸着熱交換器 (56)と室外熱交換器 (54)と第２吸着熱交換器 (57)とへそれぞれ別に流入す
る。
【００７６】
　第１吸着熱交換器 (56)へ流入した空気は、凝縮器として機能する第１吸着熱交換器 (56)
を流れる冷媒の凝縮熱が付与されて加温される。さらに、この空気は、第１吸着熱交換器
(56)より脱着した水分が付与されて加湿される。第１吸着熱交換器 (56)によって加温及び
加湿された空気は、室内ユニット (11)より室内空間へ供給される。
【００７７】
　室内熱交換器 (55)へ流入した空気は、凝縮器として機能する室内熱交換器 (55)を流れる
冷媒の凝縮熱が付与されて加温される。室内熱交換器 (55)によって加温された空気は、室
内ユニット (11)より室内空間へ供給される。
【００７８】
　一方、室内ユニット (11)に取り込まれた空気のうち、第２吸着熱交換器 (57)へ流入した
空気は、第２吸着熱交換器 (57)の吸着剤へ水分を付与する。そして、この空気は、室内ユ
ニット (11)と室外ユニット (12)との間に介設された図示しない空気通路を流通して、室外
ユニット (12)へ流れ込む。この空気は、室外ユニット (12)へ取り込まれた上述の室外空気
と混合されて、室外熱交換器 (54)へ流通する。この混合空気は、蒸発器として機能する室
外熱交換器 (54)を流れる冷媒に蒸発熱を奪われて冷却された後、室外ユニット (12)より室
外空間へ排出される。
【００７９】
　一方、第２動作においては、図８に示すように、第１動作と逆に、第２吸着熱交換器 (5
7)で空気の加湿が行われ、第１吸着熱交換器 (56)の吸着剤に空気中の水分が付与される。
これ以外の動作は、上述の第１動作と同様となる。
【００８０】
　　　－実施形態２の効果－
　実施形態２では、実施形態１と同様に、冷媒回路 (40)に吸着熱交換器 (56,57)を設け、
空気を吸着熱交換器 (56,57)へ通過させることによって、この空気の湿度を調節している
。このため、空気を除湿する際に冷凍サイクルの冷媒蒸発温度を従来よりも高く設定する
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ことができ、冷凍サイクルの高低圧差を縮小することができる。この結果、圧縮機（ 50）
の消費電力を削減することが可能となり、冷凍サイクルのＣＯＰを向上させることができ
る。
【００８１】
　また、実施形態２では、空気を室内熱交換器 (55)と吸着熱交換器 (56,57)とへ並行に流
通させ、室内熱交換器 (55)及び吸着熱交換器 (56,57)で個別に処理された空気を室内空間
へ供給するようにしている。このため、例えば吸着熱交換器及び室内熱交換器へ空気を直
流で流通させる場合と比較して、空気の流れに伴って生じる圧力損失は小さくなる。した
がって、室外ファンの動力を削減でき、この室外ファンの小型化も可能となる。さらに、
室内空間へ供給する空気を、室内熱交換器 (55)と吸着熱交換器 (56,57)とで個別に処理で
きるため、例えば室内熱交換器 (55)を流通する空気の風量と、吸着熱交換器 (56,57)を流
通する空気の風量をそれぞれ調整することで、室内空間の温度調節と湿度調節を個別に行
うことができる。したがって、この空気調和装置 (11)における空調の自由度が拡がり、室
内空間の快適性を向上させることができる。
【００８２】
　さらに、実施形態２では、第１，第２吸着熱交換器 (56,57)を通過した空気を室外熱交
換器 (54)へ流通させ、この空気を室外ユニット (12)より室外空間へ排出するようにしてい
る。このため、加湿暖房運転時においては、室外熱交換器 (54)で冷却される空気の湿度を
第１，第２吸着熱交換器 (56,57)の吸着作用によって低くすることができる。したがって
、室外熱交換器 (54)による空気の冷却時に発生する凝結水量を低減できる。この結果、室
外熱交換器 (54)の近傍に設けられる例えばドレン回収装置などが小型化できる。さらに、
この凝結水の凍結を抑制でき、この凍結対策装置も不要となる、あるいは小型化できる。
したがって、この空気調和装置をコンパクトに設計することができる。
【００８３】
　なお、実施形態２では、第１，第２吸着熱交換器 (56,57)を通過した後の空気と、室外
空気とを混合させてから、室外熱交換器 (54)に流通させているが、この室外熱交換器 (54)
を流通する空気は、第１，第２吸着熱交換器 (56,57)を通過した後の室内空気のみであっ
てもよく、この場合にも上述の理由によって室外熱交換器 (54)による空気の冷却時に発生
する凝結水量を低減でき
【００８４】
　 明の実施形態３》
　次に、本発明の実施形態３の空気調和装置 (10)について図面を参照しながら詳細に説明
する。この空気調和装置 (10)の冷媒回路 (40)には、室外熱交換器 (54)及び室内熱交換器 (5
5)と第１，第２吸着熱交換器 (56,57)が設けられている。この冷媒回路 (40)の構成は、図
３及び図４に示すように、上述の実施形態１，２と同様である。
【００８５】
　 及び に示すように、上記空気調和装置 (10)は、いわゆるセパレート型に構成
されており、室内ユニット (11)と室外ユニット (12)を備えている。室内ユニット (11)は、
室内熱交換器 (55)を備え、室内空間に配置されている。この室内ユニット (11)は、いわゆ
る壁掛け型に構成されており、室内の壁面に取り付けられている。一方、室外ユニット (1
2)は、室外熱交換器 (54)と第１吸着熱交換器 (56)と第２吸着熱交換器 (57)とを備え、室外
空間に配置されている。そして、 に示すように、室内ユニット (11)と室外ユニット
(12)は、冷媒回路 (40)におけるガス側連絡配管 (43)及び液側連絡配管 (44)によって互いに
接続されている。また、室外ユニット (12)の室外ケーシング (13)には、室外熱交換器 (54)
の他に圧縮機 (50)や室外ファン (14)が収納されている。
【００８６】
　室内ユニット (11)は、横長の箱状に形成された室内ケーシング (20)を備えている。室内
ケーシング (20)では、その前面に室内熱交換器 (55)と第１吸着熱交換器 (56)と第２吸着熱
交換器 (57)とが配置されている。より具体的に、室内ケーシング (20)の前面の上部には、
第１吸着熱交換器 (56)と第２吸着熱交換器 (57)とが左右に並んで配置されている。室内ケ
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ーシング (20)を前面側から見た状態で、第１吸着熱交換器 (56)は左寄りに、第２吸着熱交
換器 (57)は右寄りにそれぞれ設置されている。室内ケーシング (20)の前面において、第１
吸着熱交換器 (56)及び第２吸着熱交換器 (57)の下方には室内熱交換器 (55)が配置され、室
内熱交換器 (55)の下方には吹出口 (26)が開口している。
【００８７】
　室内ケーシング (20)の内部空間は、前面側と背面側に仕切られている。室内ケーシング
(20)内の背面側の空間は、排気通路 (24)を構成している。室内ケーシング (20)内の前面側
の空間は、上下に仕切られている。この前面側の空間のうち下側の空間は、室内熱交換器
(55)の背面側に位置しており、給気通路 (23)を構成している。一方、前面側の空間のうち
上側の空間は、更に左右に仕切られている。そして、左側の第１吸着熱交換器 (56)の背面
側に位置する方が第１吸着空間 (21)を、右側の第２吸着熱交換器 (57)の背面側に位置する
方が第２吸着空間 (22)をそれぞれ構成している。
【００８８】
　室内ケーシング (20)内の排気通路 (24)には、排気ファン (32)が収納されている。また、
排気通路 (24)には、室外に開口する排気ダクト (25)が接続されている。一方、給気通路 (2
3)には、室内ファン (31)が収納されている。この給気通路 (23)は、吹出口 (26)に連通して
いる。
【００８９】
　室内ケーシング (20)には、開閉式のダンパ (33～ 36)が４つ設けられている。具体的に、
第１吸着空間 (21)と給気通路 (23)の仕切りには第１給気ダンパ (33)が、第１吸着空間 (21)
と排気通路 (24)の仕切りには第１排気ダンパ (34)がそれぞれ設けられている。また、第２
吸着空間 (22)と給気通路 (23)の仕切りには第２給気ダンパ (35)が、第２吸着空間 (22)と排
気通路 (24)の仕切りには第２排気ダンパ (36)がそれぞれ設けられている。
【００９０】
　以上の構成において、この空気調和装置 (10)は、 及び に示すように、室内ユ
ニット (11)に備えられた室内熱交換器 (55)と吸着熱交換器 (56,57)とへ空気を並行に流通
させて、上記室内熱交換器 (55)を通過した空気と上記吸着熱交換器 (56,57)を通過した空
気とを室内空間へ流通させて供給する動作を行い、室内空間の除湿または加湿を行うよう
に構成されている。
【００９１】
　　－運転動作－
　本実施形態の空気調和装置 (10)では、除湿冷房運転と加湿暖房運転とが行われるが、こ
こでは、この空気調和装置 (10)の除湿冷房運転についてのみを説明する。
【００９２】
　この空気調和装置 (10)において、室内ファン (31)及び排気ファン (32)を運転すると、室
内熱交換器 (55)、第１吸着熱交換器 (56)、及び第２吸着熱交換器 (57)のそれぞれへ室内空
気が流入する。また、室外ファン (14)を運転すると、室外熱交換器 (54)へ室外空気が流入
する。
【００９３】
　除湿冷房運転中において、冷媒回路 (40)では、図３に示すように、第１四方切換弁 (51)
が第１状態に設定されると共に電動膨張弁 (53)の開度が適宜調節され、室外熱交換器 (54)
が凝縮器となって室内熱交換器 (55)が蒸発器となる。また、この空気調和装置 (10)では、
第１吸着熱交換器 (56)が蒸発器となって第２吸着熱交換器 (57)が凝縮器となる第１動作（
図３ (Ｂ )の状態）と、第２吸着熱交換器 (57)が蒸発器となって第１吸着熱交換器 (56)が凝
縮器となる第２動作（図３ (Ａ )の状態）とが交互に繰り返される。
【００９４】
　第１動作では、 に示すように、第１給気ダンパ (33)及び第２排気ダンパ (36)が開
状態となり、第１排気ダンパ (34)及び第２給気ダンパ (35)が閉状態となる。そして、空気
の流れが に示す状態となる。
【００９５】
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　第１吸着熱交換器 (56)へ流入した空気は、蒸発器である第１吸着熱交換器 (56)で冷却さ
れ、さらに第１吸着熱交換器 (56)の吸着剤によって、空気中の水分が吸着されて除湿され
る。第１吸着熱交換器 (56)で除湿された空気は、第１吸着空間 (21)から第１給気ダンパ (3
3)を通って給気通路 (23)へ流入する。一方、室内熱交換器 (55)へ流入した空気は、蒸発器
である室内熱交換器 (55)で冷却される。そして、室内熱交換器 (55)で冷却された空気は、
給気通路 (23)において、上記第１吸着熱交換器 (56)で除湿及び冷却された空気と混合され
る。そして、この混合空気は、吹出口 (26)より室内空間へ供給される。
【００９６】
　また、第２吸着熱交換器 (57)へ流入した空気は、第２吸着熱交換器 (57)の吸着剤の水分
を脱着し、この水分が空気へ付与される。このようにして第２吸着熱交換器 (57)を再生し
た空気は、第２吸着空間 (22)から第２排気ダンパ (36)を通って排気通路 (24)へ流入し、排
気ダクト (25)を通って室外空間へ排出される。
【００９７】
　第２動作では、 に示すように、第１排気ダンパ (34)及び第２給気ダンパ (35)が開
状態となり、第１給気ダンパ (33)及び第２排気ダンパ (36)が閉状態となる。そして、空気
の流れが に示す状態となる。
【００９８】
　第２吸着熱交換器 (57)へ流入した空気は、蒸発器である第２吸着熱交換器 (57)で冷却さ
れ、さらに第２吸着熱交換器 (57)の吸着剤によって、空気中の水分が吸着されて除湿され
る。第２吸着熱交換器 (57)で除湿された空気は、第２吸着空間 (22)から第２給気ダンパ (3
5)を通って給気通路 (23)へ流入する。一方、室内熱交換器 (55)へ流入した空気は、蒸発器
である室内熱交換器 (55)で冷却される。そして、室内熱交換器 (55)で冷却された空気は、
給気通路 (23)において、上記第２吸着熱交換器 (57)で除湿及び冷却された空気と混合され
る。そして、この混合空気は、吹出口 (26)より室内空間へ供給される。
【００９９】
　また、第１吸着熱交換器 (56)へ流入した空気は、第１吸着熱交換器 (56)の吸着剤の水分
を脱着し、この水分が空気へ付与される。このようにして第１吸着熱交換器 (56)を再生し
た空気は、第１吸着空間 (21)から第１排気ダンパ (34)を通って排気通路 (24)へ流入し、排
気ダクト (25)を通って室外空間へ排出される。
【０１００】
　　－実施形態３の効果－
　実施形態３では、実施形態１，２と同様に、冷媒回路 (40)に吸着熱交換器 (56,57)を設
け、空気を吸着熱交換器 (56,57)へ通過させることによって、この空気の湿度を調節して
いる。このため、空気を除湿する際に冷凍サイクルの冷媒蒸発温度を従来よりも高く設定
することができ、冷凍サイクルの高低圧差を縮小することができる。この結果、圧縮機（
50）の消費電力を削減することが可能となり、冷凍サイクルのＣＯＰを向上させることが
できる。
【０１０１】
　また、実施形態３では、空気を室内熱交換器 (55)と吸着熱交換器 (56,57)とへ並行に流
通させ、室内熱交換器 (55)及び吸着熱交換器 (56,57)で個別に処理された空気を室内空間
へ供給するようにしている。このため、例えば吸着熱交換器及び室内熱交換器へ空気を直
流で流通させる場合と比較して、空気の流れに伴って生じる圧力損失は小さくなる。した
がって、室内ファン (31)の動力を削減でき、室内ファン (31)を小型化できる。また、この
空気調和装置 (10)をコンパクトに設計できる。
【０１０２】
　　－実施形態３の変形例－
　この変形例は、実施形態３の空気調和装置 (10)において、空気の流れを一部変更したも
のである。この空気調和装置 (10)では、 に示すように、室内から室外への排気に加
えて室外から取り込んだ室外空気を一方の吸着熱交換器 (56,57)へ導入し、その吸着熱交
換器 (56,57)を通過した空気を室外へ排出するようにしている。この場合、除湿冷房運転
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中であれば、凝縮器となっている吸着熱交換器 (56,57)へ室内空気と室外空気の両方を供
給し、この吸着熱交換器 (56,57)を通過した空気が室外空間へ排出される。また、加湿暖
房運転中であれば、蒸発器となっている吸着熱交換器 (56,57)へ室内空気と室外空気の両
方を供給し、この吸着熱交換器 (56,57)を通過した空気が室外空間へ排出される。
【０１０３】
　この変形例によれば、吸着熱交換器 (56,57)の通過風量を室内からの排気量よりも多く
設定することができる。このため、除湿冷房運転中であれば、凝縮器となっている吸着熱
交換器 (56,57)の通過風量を増大させることができ、その吸着熱交換器 (56,57)の再生を充
分に行うことができる。また、加湿暖房運転中であれば、蒸発器となっている吸着熱交換
器 (56,57)の通過風量を増大させることができ、その吸着熱交換器 (56,57)に吸着される水
分量を増大させることができる。
【０１０４】
　《その他の実施形態》
　上記実施形態では、次のような構成としてもよい。
【０１０５】
　 では、冷媒回路 (40)に２つの吸着熱交換器 (56,57)を設けているが、この吸
着熱交換器は一つであってもよい。この場合、吸着熱交換器では、吸着動作と再生動作と
が交互に行われ、間欠運転での除湿または加湿を行うことができる。
【０１０６】
　さらに、本実施形態では、冷媒回路 (40)に利用側熱交換器としての室内熱交換器 (55)と
、熱源側熱交換器としての室外熱交換器 (54)を設けている。ここで、上記利用側熱交換器
は、必ずしも室内空間に配置する必要はなく、室外空間に配置してもよい。また、上記熱
源側熱交換器は、必ずしも室外空間に配置する必要はなく、室内空間に配置してもよい。
さらに、上記利用側熱交換器及び熱源側熱交換器を冷媒回路に複数設けてもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１０７】
　以上説明したように、本発明は、冷凍サイクルを行って室内の顕熱負荷及び潜熱負荷を
処理する空気調和装置について有用である。
【図面の簡単な説明】
【０１０８】
【図１】実施形態１に係る空気調和装置における第１動作時の空気の流れを示す概念図で
ある。
【図２】実施形態１に係る空気調和装置における第２動作時の空気の流れを示す概念図で
ある。
【図３】実施形態に係る冷媒回路の構成と除湿冷却運転時の動作を示す概略構成図である
。
【図４】実施形態に係る冷媒回路の構成と加湿暖房運転時の動作を示す概略構成図である
。
【図５】実施形態１の変形例に係る空気調和装置における第１動作時の空気の流れを示す
概念図である。
【図６】実施形態１の変形例に係る空気調和装置における第２動作時の空気の流れを示す
概念図である。
【図７】実施形態２に係る空気調和装置における第１動作時の空気の流れを示す概念図で
ある。
【図８】実施形態２に係る空気調和装置における第２動作時の空気の流れを示す概念図で
ある。
【図９】実施形態３に係る空気調和装置における第１動作時の空気の流れを示す概念図で
ある。
【図１０】実施形態３に係る空気調和装置における第１動作時の空気の流れを示す概念図
である。
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【図１１】実施形態３に係る空気調和装置の構成を示す概略構成図である。
【図１２】実施形態３に係る空気調和装置における第１動作時の空気の流れを示す概念図
である。
【図１３】実施形態３に係る空気調和装置における第２動作時の空気の流れを示す概念図
である。
【図１４】実施形態３に係る空気調和装置の空気の流れを示す概念図である。
【符号の説明】
【０１０９】
　 (11)　室内ユニット
　 (12)　室外ユニット
　 (40)　冷媒回路
　 (54)　室外熱交換器（熱源側熱交換器）
　 (55)　室内熱交換器（利用側熱交換器）
　 (56)　第１吸着熱交換器
　 (57)　第２吸着熱交換器
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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